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的傾向ではあるが）。例えば学部レベルでは主に教員養成プログラム（Teacher Education）が実施されて




プログラム，「幼児教育（Early Childhood Education）教員養成」プログラム，追加資格（Additional 
Qualifications: AQ）コースなどの「継続教員養成（Continuing Teacher Education）」プログラムなど計８つ
の教員養成プログラムが提供され，大学院では本稿が対象とする M.Ed.プログラムの他，留学生向けの
M.Ed.プログラム（Master of Education International Student Program: M.Ed. ISP），レイクヘッド大学








査を実施した 2018 年 9 月にブロック大学教育学部は改組され，従来の「教員養成学科（Department of 
Teacher Education）」，「大学院・学部教育学科（Department of Graduate and Undergraduate Studies）」，「併行





















統括している「オンタリオ州教員協会（Ontario College of Teachers: OCT）」ウェブサイト（https://www.oct.ca/）
あるいは（OCT, n.d.a）を参照されたい。 
2 つぎの URLを参照されたい。https://brocku.ca/education/（2019 年 1月 14 日採取）。 
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（Pathway）から自らの学位取得までの道のりを選択することになる。即ち，コース・パスウェイ（Course 
Pathway Option）と，リサーチ・パスウェイ（Research Pathway Option）である。コース・パスウェイと
















グラムは「教育の社会的文化的コンテクスト（Social and Cultural Context in Education: SCCE）」，「教育・
学習・発達（Teaching， Learning， Development: TLD）」，「教育経営とリーダーシップ（Administration 
and Leadership in Education: ALE）」という３つの専門領域から構成されているが，修了までに習得するこ
とが求められる授業は各専門領域によって異なる。そして SCCE で 17，TLD領域で 28，ALE 領域で 13，






















































年 1月 22日採取）及び 2015 年の『これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について～学び合い，
高め合う教員育成コミュニティの構築に向けて～（答申）』
（http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__icsFiles/afieldfile/2012/08/30/1325094_1.pdf，2019 年

























大学での M.Ed.取得者は 124 名，1975 年に M.Ed.プログラムが始まって以来 2016 年までの累計が 5,183
名（単純計算で 1年で約 120 名）である（Brock University，n.d.）。2018年 7月 1日時点でのカナダの人
口は約 3,700万人（Statistics Canada，2018）であり，日本の人口の約 30％であることを考えても，極め






 現地調査は，2018年 9月 24日（月）から 28日（金）まで，ブロック大学セント・キャサリンズ（St. 
Catharines）・キャンパスで行われた。現地調査に先立ち，佐賀大学大学院学校教育学研究科研究倫理審
査委員会による倫理審査をパスしたうえで，ブロック大学研究倫理委員会（the Research Ethics Board: REB）
の倫理審査を受け，これにパスし，本現地調査実施の許可を得た。データ収集の方法は，インタビュー
調査と文献調査である。つまり，学生数等統計上の数値に関するデータを除いて，本研究のために収集
されたデータの主要部分は質的データ（qualitative data）である。  
インタビュー調査に関しては，まず参加者のリクルートに際して，ブロック大学ウェブサイトに掲載
されているM.Ed.プログラム担当教員の中から，M.Ed.プログラム運営に詳しいことと，3つの専門領域




による。調査協力依頼に際しては，E メール添付ファイルにより調査協力依頼の文書（Letter of Invitation）
及び同意書（Informed Consent Form）を調査協力の可能性のある担当教員に送信して調査概要を説明し，
調査協力を募った。交渉の結果，4 名が調査協力に応じてくれた。インタビューはそれぞれ個別に行わ
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F1 17年 17年 有（教員・校長等）
大学院プログラム・
ディレクター　他
F2 34年 1年 有（教員） 教育学部長
F3 15年 13年 有（教員） 教育評価チームリーダー










Student Program: ISP」6もある。ISP の学生数は年々増加しており，F4 によると当該年度には 45 名の応
募者数に対し 302名の応募があったという。そしてその大多数を占めるのが中国系であり，またその他
のアジア系であるという。F2 と F4 によると，彼らは留学生ではあるが，多くは修了後もカナダに留ま
ることを望むということであり，それはビザが３年おりるためであるという。国内学生向けの M.Ed.プ
ログラムも ISPも同じ授業内容で同じ学位であるにも関わらずなぜプログラムを分けるのかを尋ねたと
                                                        
6 詳しくは次の URLを参照されたい。https://brocku.ca/education/programs/graduate-programs/master-of-
education-international/ （2019 年 2月 6日採取）。 
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ころ，それはプログラムによって授業料が異なるからだという。即ち，授業料は，カナダ国内学生の場
合初年度１学期につきフルタイム学生が約 3,028.24 カナダドル，パートタイム学生が 1,514.12ドル（年
次が上がるにつれて約25ドルずつ安くなる）なのに対し，留学生は年次に関係なくフルタイムが7,834.83
ドル，パートタイムが 3,917.41 ドルと，留学生の授業料の方が倍以上高額である7。F1 によると，以前
は大学運営費全体の 80％は州政府の負担であったが，現在は 36％に過ぎないということであり，こう
した傾向は他のすべての協力者からも聞かれた。そして削減された運営費は自主財源で賄わなければな




は 2015 年から教員養成課程が 1 年から 2 年に延長されたことによる授業料負担の増加を挙げていた。
応募者数について，F4によると 2014年度は 275名の応募があったが，5年後の 2018年度には応募者数
は 206 名に減っていたという。そして 2018 年度は約 35％が合格であり，65％が不合格かあるいは合格
後本人によって入学が辞退されたということである。F2 は例年大体合格者は３分の１であると述べて
おり，割合的にはほぼ例年通りといったところである。合否の判断基準は主に GPA であり，75 以上な
いと合格できないということである。他方で F4によると，M.Ed.プログラムは現職教員を主な対象とし
ており，大学在学時の GPA を審査対象とするのは，それがずいぶん前のことでありその意味で不適当な
















パスごとの人数は，セント・キャサリンズが ALE13 名，TLD21 名，SCCE14 名，オークビルが ALE11
名，TLD10 名，SCC が 0名で，計 69名となっているが，このうち 3 名が希望するキャンパスで希望す
る授業が開講されておらず，そのため 2 名が専門領域を変え，1 名がキャンパスを変えるというアレン
                                                        
7 詳しくは次の URLを参照されたい。https://brocku.ca/safa/graduate-tuition-and-fees-2018-academic-year/#2016-
gr-fees-per-termd620-80b21bef-7b87（2019年 2月 6 日採取）。 
8 セント・キャサリンズからオークビル及びハミルトンへは，共に車で約 50 分，オークビル－ハミルトン間
は車で約 30 分であり，いずれも移動はそれほど困難ではない。 




































という決定は，多くは競争によって方向づけられているのです。OISE（Ontario Institute for 
Studies in Education of the University of Toronto，トロント大学オンタリオ教育研究所，トロン
ト大学の教育学の大学院）やヨーク（York University，ヨーク大学），ウェスタン（Western 
University，ウェスタン大学，以前のウェスタン・オンタリオ大学 (University of Western Ontario)）
などの教育学部がコースワークだけのオプションを提供しています。もし私たちも同じこと
をしなければ，調査をしたり学位論文を書いたりしたくない学生によって私たちのプログラ






















































 協力者 4 名はすべて，学生の中で最も多数を占めるのが現職教員であると述べていた。現職教員が
M.Ed.プログラムに就学する動機として F3は，「給与，管理職，教育委員会でのポジション」の３点を挙
げていた。まず給与に関して，F3 によると，オンタリオ州の教員の給与体系は A1，A2，A3，A4 の４
種類に分類され，より高い評価を得るために M.Ed.に就学する教員が多いということである。 
 
（F3）オンタリオ州には A1，A2，A3，A4 という４つのカテゴリーがあって，A1 は最低レ
ベルです。A2 は 3 年制の学士号，A3 が 4 年制の学士号，最高レベルの A4 は 4 年制の学士
号に加えて AQ コースあるいは M.Ed.学位ですね。…（中略）…それぞれのカテゴリーで上限
11 年として教職経験年数が増えるとともに給与は上昇します。それからもちろん，A1 から
A2，A3，A4 となるにつれ，給与は上昇します。…（中略）…すでに A4 カテゴリーにある人
が M.Ed.学位を取得したら，1,000 カナダドル追加されます。…（中略）…だから，M.Ed.に進
学する 1 つのとても大きなモティベーションが給与であることは確かです。 
 
 オンタリオ州の教員給与について評価を行っているのは「オンタリオ州品質評価協議会（Quality 






要件は「許容し得る大学学位（An acceptable undergraduate degree）」のみであり，これは 4年未満で卒業
できる学士号プログラムを含む。例えばブロック大学社会科学部（Faculty of Social Science）には「子ど










11 Kindergarten to grade 12 を指す。日本では幼稚園から高校 3年生までを意味する。 
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も・青年学（Child and Youth Studies）」というプログラムがあるが，これには通常の 4年生学士課程（Four-
year Bachelor of Arts (BA)）の他に 3年制学士課程（Three-year BA）もあり12， カテゴリーA1の「許容
し得る学士号」とはこうした 4年未満の学士号を含むものと解される。というのも，次のカテゴリーA2
は 10の要件のいずれかを満たす者が該当するとされているが，その最初にある要件が「許容し得る 4年
生大学学位（An acceptable four-year undergraduate university degree）」とあり，その他 4つの要件がいずれ
も「許容し得る 3年制大学学位（An acceptable undergraduate degree）」にその他の条件を追加して設定さ
れているからである。そしてカテゴリーA3には 15の要件が列挙されており，そのうちいずれかを満た
すことが求められるが，その最後に「カテゴリーA2の要件に加え，「基礎的教員養成に加えて許容し得
る大学院修士学位課程の修了（An acceptable completed post graduate master’s degree additional to basic teacher 
training）」とされている。ここでの「基礎的教員養成」の修了を証明するのが教育学士号（Bachelor of 
Education: B.Ed.）であり，その上位に位置づけられる「修士学位」がM.Ed.であるため，ここでの修士学
位とは M.Ed.を含むことになる。また最高レベルのカテゴリーA4 では，23 の要件のうちいずれかを満
たすことが求められるが，そのうちの 4 つの要件の一部として M.Ed.学位の取得が求められている
（QECO，2013）。つまり，M.Ed.学位取得はこうした形で教員給与の増額に直接的につながる制度設計








 また，F1から F4まですべての協力者が，現職教員が M.Ed.取得を目指す理由として挙げていたのが，
「管理職になること」である。オンタリオ州における管理職資格を含む教員資格の要件について規定し
ているのは，「オンタリオ州教員協会法（Ontario College of Teachers Act, 1996, S.O. 1996, CHAPTER 12）」
に基づいて制定されている「オンタリオ州規則 176/10 教員資格（Ontario Regulation 176/10 Teachers’ 




                                                        
12 詳しくは次の URLを参照されたい。https://brocku.ca/programs/undergraduate/child-and-youth-studies/（2019年
2 月 3 日採取）。 
13 オンタリオ州教育省（Ontario Ministry of Education），OCT，QECO いずれのウェブサイトにおいても，カテ
ゴリーに対応した給与表のようなものは管見の限り見られない。但し，年収 100,000 カナダドル以上の公的
セクターの職員の氏名・役職・年収は，オンタリオ州政府が開設している「サンシャイン・リスト（Sunshine 
List）」のウェブサイトで公表されている。https://www.sunshinelist.ca/（2019 年 2 月 7 日採取）を参照された
い。 
14 オンタリオ州では，教員免許は 12学年を４つのディビジョンに分けて設定されており，それぞれプライマ
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学位（master’s degree）あるいは２つのスペシャリスト（specialist）15資格あるいは１つのスペシャリス
ト資格及び修士号取得に必要な単位のうちその半分を習得していること（half a master’s degree）という
条件を満たしたうえで16，大学等認可を受けた中等後教育機関で提供される「管理職資格プログラム
（Principal’s Qualification Program: PQP）」17のパート 1とパート 2（それぞれ 125 時間の講習）及び「リ
ーダーシップ実習（Leadership Practicum，60時間）」を修了することが求められている。M.Ed.の学位は
PQP を受講するための条件の 1つとされている「修士の学位」に該当するため，管理職になるための資





になるには，第一に教員資格を有すること，第二に教職経験が 5年あること，第三に PQP パー














                                                        
15 オンタリオ州では，教員採用時に取得している資格に加えてその他の教員資格を取得するために「追加資
格（Additional Qualifications: AQ）コース」が，高等教育省（Ministry of Training, Colleges and Universities）に
よって認可を受けた大学等の教育機関で提供されている。例えば，上述のディビジョンに沿って言うと，PJ
の資格をもって採用された場合，その時点では K-6 年生のみ教えることができるが，要件とされる AQ コー
スを修めることによってインターミディエイトの資格を取得すれば，K-9 年生まで教えることができるよう
になる（平田・成島・坂本，2003）。そして AQ コースによっては同じタイトルでランク付けがなされており，
例えば「教員のリーダーシップ（Teacher Leadership）」はパート 1，パート 2，スペシャリスト（パート 3）に
分かれている。本文中の「スペシャリスト資格」とはこの「スペシャリスト」を指す。パート 2 受講要件の
１つとしてパート１を修めていることが，スペシャリスト受講要件の１つとしてパート 2 を修めていること
が ， そ れ ぞ れ 求 め ら れ る 。 詳 し く は ， OCT の 次 の ウ ェ ブ サ イ ト を 参 照 さ れ た い 。
https://www.oct.ca/members/additional-qualifications/prerequisites（2019年 2月 3 日採取）。 
16 OCT ウェブサイト https://www.oct.ca/members/additional-qualifications/schedules-and-guidelines/pqp（2019年 2
月 2日採取）。 
17 詳しくは「PQP ガイド（Principal’s Qualification Program Guide）」を参照されたい。https://www.oct.ca/-
/media/PDF/Principals%20Qualification%20Program%202017/2017%20PQP%20Guideline%20EN%20web_accessibl
e.pdf（2019年 2 月 2日採取） 
18 オンタリオ州の学校段階としては，基本的に１－8 年生が小学校（elementary schools），9－12 年生が中等
学校（secondary schools）に就学することとされている。 


























































































































































































































































                                                        
19 詳しくは次の URLを参照されたい。https://brocku.ca/guides-and-timetables/registration/in-service/#directors-
welcome（2019年 2 月 7日採取）。 









































                                                        
20 例えば，（小島，2004）を参照されたい。 
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